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例 会 発 表 要 旨2005.9.17 『デザイン理論』48/2006

シ ュル レア リス トと して のル ・コル ビュ ジエ

ー 《ロ ンシ ャン教会》 の精神分析 的解釈 一

伊集院敬行/島 根大学

機 能主義建築を代表す る建築家で あった コ

ル ビュ ジエ(LeCorbusier,1887-1965)は,

ピ ュ リス ムの傑作 と され た 《サ ヴ ォア邸 》

(1929-31)の あ と,《 スイス学生 館》(1930-

32)の 頃 か ら次第 に機能主義か ら逸脱す るよ

うな傾向 を見せ始 める。戦後 この傾向 は顕著

にな りブル ータ リス ム(brutalisme,beton

brutが 語 源)と 呼ばれ,コ ル ビュジエが先

導 して いた建築 の近代化運動か らの後退 と し

て多 くの信奉者 を当惑 させ た。なぜ コル ビュ

ジエ はこのよ うに造形 スタイルを大 き く変化

させ たの だろ うか。

一般 的 には
,「 た とえブルー タ リスムの建

築が機能主義建築 とか け離 れて見え ようと も,

有 機形態 の うちには幾何学 的な構成が秘 め ら

れて いる。 よ って造形 スタイル の変化 は後退

で はな く発展 であ って,コ ル ビュジエは自然

と幾何学が共存す る新 たな段 階に至 ったのだ」

とい う説 明がなされる。 しか し,こ の説 明は,

造 形 スタイルの変化 は後退 ではなか ったとす

るこ とに重点を置 くあま り,変 化 につ いて説

明す るこ とを回避 して しま っている。 そ こで,

彼 の建築 と密接な関係 があ る絵画 か らこの変

化 について考 えてみよ う。

コル ビュジエの絵画 には1920年 代 の終 わ り

頃か ら建 築 に先立 ち大 きな変化 が現 れ る。 そ

れまで 日常品 とい った 「典 型的オブ ジェ」 を

描 いた幾 何学的な ピュ リスムの絵画 か ら,石

ころや骨 や貝殻 とい った 「詩的反応 を引き起

こす オブ ジェ」や動物 や人 間 とい った有機 的

な形 態が描かれた もの にな る。

問題 とな るのは,絵 画におけ るモチー フや

スタイルの変化 と,建 築におけ るピュ リスム

か らブルータ リスムへの変化 が,ト ラセ ・レ

ギ ュラ トゥール(以 下 「基準線」)か らモデ ュ

ロールへの変化 と結 びつけ られて しま う場合

であ る。 これ ら基準線 とモデ ュロールは絵画

と建築に用 い られ る補助線 の体系 である。 そ

してモデ ュロールは基準線 で扱えなか った 自

然 という非幾何 学的形態の中に秩序 を見 出す

ことを可能に した。 それゆえモデ ュロールは

《ロ ンシャン教会》(1955-60)の よ うな有機

形態を持つ ブルー タ リスムの建築を可 能に し

た もの と して,つ まり,自 然 と幾何学の共 存

の シ ンボル と して理解 され,ブ ルー タ リスム

は後退で はな いということにされ る。

しか し,既 に見た とお りこの言説は変化の

説明にはなっていない。また,基 準線 とモデュ

ロールが共 に黄金比 に強い関心を示 して いて

も,こ れ らを 「発展」 とい う言葉で結ぶ こと

は,慎 重で あるべ きだ ろう。なぜな ら,幾 何

学図形を参照す るときに黄金比 とかかわ る基

準線 と,目 盛 りが等間隔で はな く黄金比で広

が ってい く寸法体系で あるモデ ュロール とで

は黄金比 の用 い られ方 が異 なって いるか らだ。

そ こで,「 詩的反応 を引 き起 こすオブ ジェ」

とい う名前 に注 目してみよ う。 これ は,ブ ル

トンの 「ポエム ・オブ ジェ」 を連想 させ るよ

うに,シ ュル レア リス ム的で あ る。 また,

「詩 的反 応を 引き起 こす オブ ジェ」 が描 かれ

た絵画 には,同 時代 の シュル レア リスムの絵

画 と多 くの共通点 が見 られ,そ の影響 が指摘

されてい る。 では,ブ ルータ リスムの建築 に

もシュル レア リスム的な ものが見 出せるだろ

うか。 ブル ー タ リス ムの最 高傑作 と され る

《ロンシャン教会》 は有機 的な形態 を してい
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る。原初 の生命を思わせ る有機 形態(ビ オモ

ルフ)は,シ ュル レア リスムの造形 的な特 徴

の一つで ある。

また,ル ・コル ビュジエ のシュル レア リス

ムに対す る関心 は,彼 の著作 にも見 られ る。

『今 日の装飾芸術 』(1925)で は シュル レア リ

スムに対 し否定的 と もとれ る見解を述べて い

たのが,の ちに精神 を病ん だ従兄弟の絵画 を

擁護 するエ ッセイがシュル レア リス ムの雑 誌

『ミノ トール9号 』(1936)に 掲 載 され るな ど,

シ ュル レア リスムに対す る態度 は一貫せず,

そ の運動 には直接関わらなかったが,コ ル ビュ

ジェは シュル レア リスムに対 し単な る傍観者

ではなか った といえる。

さて,コ ル ビュジェの建築 とシュル レア リ

スムの造形作品を見比べてみると,ジ ャコメ ッ

テ ィのオ ブジェ 《吊 り下 げ られ た球》(1930)

と 《ロンシャン教会》 が非常 に形が似て いる

ことに気 づか され る。 ロザ リン ド・クラウス

はこの 《吊り下 げ られた球》 を,精 神分析用

語や バ タイユの概念 「不定形(informe)」

を 用 いて何度 も取 り上 げて分析す る。 これ ら

の分 析 の中 で クラ ウスは 《吊 り下 げ られ た

球》を 「機械 仕掛 け」,「時計」,「性差 を破壊

す る機械 」 と呼び機 械 に喩えている。 また,

ク ラウス は 「グ リッド」(1979)と い う論文

にお いて,モ ン ドリア ンの グ リッ ド絵画 を,

精 神分析用語を用 いて分析 す る。 これ ら 「不

定形」,「機械」,「グ リッ ド」は コル ビュ ジェ

の建築の特徴 と一致す ることか ら,ク ラウス

の一連 の研究 は,以 下 のような応用 ができ る

と思 われ る。

1.《 ロ ンシ ャン教会》の有機形態を不定 形

と して解釈す ること。

2.「 住宅 は住む ための機械で ある」に代 表

される コル ビュジ ェのさまざまな フレー ズ

に見 られる機械 の語 が,単 な る機 能主 義の

機械 ではない可能性 を探 ること。

3.ピ ュ リスム時代 のグ リッ ドに収 まった建

築 とブルータ リスムのグ リッ ドか らはみ出

るような建築 を,モ ン ドリア ンのグ リッ ド

絵 画 の相反 す る特徴 で あ る 「求心 的」 と

「遠心的」 に対応 させ ること。 もしくは基

準線 を 「求人的」,モ デ ュロー ルを 「遠心

的」 と して解釈 す ること。

4.《 ロ ンシャン教会》 の壁 に穿 たれ た穴 と

そ こか ら差 し込 む光 を対 象aと して考 察

す ること。

以上 の解釈を試 み るためには,フ ロイ トは

もちろん,1920年 代 の フラ ンスにおけるフロ

イ ト受容 と しての ブル トン,バ タイユ,ラ カ

ンが重要 にな る。 そ して,こ の場合 のシュル

レア リスムとはブル トンのサー クルに限定 さ

れた もので はな く,精 神分析理論 を基盤 に し

た同時代的動向の 中で理解 されねばな らない。

以 上の ことか ら,《 ロンシ ャン教会 》の精

神分析 的解釈 を試 み ることは,ピ ュ リスム と

ブル ータ リスムに連続 性を見 るためではな く,

なぜ コル ビュジェの建築が機能主義 に留 まる

ことな く新 たな スタイルへ と変化 を遂 げたの

かを問 うための有効な方法 だ と考 え られ る。

さ らに この試 みは,機 械時代の芸術 としての

モダ ンアー トにお いて シュル レア リスムが果

た した役割 を再考す ることにもな るだろ う。

「私 は絵画 とい う運 河を通 って建 築 に辿 り着

いた」 とい うコル ビュジェの有名な フレーズ

は ここか ら理解 されね ばな らな い。
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